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取巧説明書 


このたびは本品をお買いあげいただきましてまことにありがとラございます。 

■ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」巧び別冊の「工事説明書 J をよく読 
んで、正しく使巧してください。 

この「取扱説明書」は、別冊の「工事説明書」、保証書と共に必ず保管してくだ 
さし、。 


A 警告 

獲) 

ガソリン厳禁 
使用燃料: W 油 
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警告’おを必ず 


点検してくださし、 
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安全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正し<使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明していまず。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


警告 (WARNING) 
A 注意 (CAUTION) 


この表示を無視して、誤った取掀いをすると、人 
び死 t ：、 重傷を負ラ可能性、または火災の可能性 
び想定される内容を示していまず。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び傷書を負ラ可能性や物的損害の発生が想定され 
る内容を示しています。 


参お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています< 


説明文中の r お願い J 事項は、本機を誤りなく 正し <ぉ使いいただくための内容び記載されています。 


★ガソリン厳禁 


ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用し 
ないでくださし、。 

か量の混入でを、火災の原因になります。 


(§) 

ガソリン禁止 


1去增排尋®トップ聞を;危齒 

給排気筒トップの周りび雪でふさびれたままで 
使用しないでください。ふさびれているとさは, 
除雪してぐたさい。 

開そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れ 
て、危険です。 



0 


み給排気筒(管，ホース）外れ危時 

給排気筒(管、ホース)びがれたまま使用しない 
で < ださい。 

外れていると運転中に排ガスび室内に漏れて、 
危険です。/-ィ — 


0 


I ★巧類の乾埋壁禁1 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 
衣類び落下して火びつを、火災の原因になりま 



0 

禁止 


告 （ WARNING) 


この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容です。 


この絵表示は、「ミ主意」していただく内容です。 


この絵表示は、 r 禁止」されている内容です。 


0 ® ® ® 

一^ A ~ 


お使いになる前に 













を全のために必ずお守りください 



告 （ WARNING) 


I ★温風吹 出口をふさがない 

衣類、紙などで温風吹出口や空気取入□をふさ 
がないで < ださい。 

衣類、紙などでふさぐと、異常燃焼や乂災の原 
因になります。 


み スプレー 吿厳禁！ 

スプレー宙やカセツトこんろ用ボンベなどをス 
I -ーブの上や前(周囲に)や温風のあたるところ 
に放置しないで < ださい。 

熱でちの圧力び上びり、爆発して危険です。 



0 


★定期点検の実施 



0 


定期的 （2 年に1回程度)に点検-整備を受けて 
ください。 

点検を衰けずに長期間使用し続けると、故障や 
事故の原因になり危険です。 

点検-整備はお買いまめの販売店や資格者のい 
る店に依頼してください。^ _ 


L 古ご自身で夕据付け•移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危険でず。 

据付け工事は販売店や専門業者にご依頼くださ 


(ストーブを移設させる場合を同じです。 


〇 



0 

禁止 



意 （ CAUTION) 


女カーテン、可燃物近接禁止1 

カーテンや燃えやすいをののそばなどでは使用 
しないでください。毛布やふとんなどを近くに 
置かないでください。 

火災が発生ずるおそれびあ0ます。 

可燃物との離隔距離については工事説明書の標 
準据付け例を参照してください。 


1 ★異常時使用禁止 I 

万一異常を感じたと动ま、使巧しないでくださし、。 
異常燃焼のおそれびあります。 



0 

禁止 

〇 


0 


I ★給油時 消乂 

給油な、^^^^消 

火してからおこ ■風 S \T ■■ 

結益韶;。 

あります。 女飞呵绅/肖人 

宝油漏れ—確副 

油タンク-ゴム製送油管-接含部および機器等か日の灯油 
漏れがないことを確認の上ご使巧 < ださい。 

灯油び漏れていると乂災のおそれびあります。 


I ★温風に直接あた5ない I 

温風や歸射熱に直接長時間あた6ないでください。 
低温やけどや、脱水症状になるおそれびありまず。 
温風を直接吸い込まないでください。気分び悪 
くなることびあります。 



.漏れを確認 


ゴム製送油管 



0 

禁止 

〇 

確認 










接触禁止 


曙を かけた 迎巧 ををちをい] 

ス I ブの上にのったり、腰をかけたりしない 
で<ださい。ス[ブの故障や、やけどのおそ 
れびあります。ストーブの上に花びんや、水を 
入れたち)のなどを置かないで<ださい。水びか 
かると漏電や故障のおそれびあります。 


0 

禁止 


1★猶排尋筒が近 CD 可燃物近德禁止 ] 

給排気筒トップの近くに、灯油や可燃物など引 
火のおそれのあるちのを置かないで<ださい。 
火災のおそれびあります。 




0 


I 太改造使用の禁と 

改造して使用しないでください。 

また、ストーブや給排気筒には床隱 
房用の熱交換器などを取り付けない 
で < ださい。 

火災や、排ガスび室内に漏れる原因 
となり、危険です。 

階源をで瑪亟レ T 

電源コードに無理な力を加えたり傷 
付たり束ねたり、物をのせたり加工 
しないで < ださい。 

また、電源プラグを振くときは、コー 
ドを持って引さ抜かないでください。 
電源コードび破損し、乂災や感電の 
原因になります。 


0 


0 


I 古分解修理の禁止 I 

故障、破損した5、使用しないで< 
ださい。 

不完全な修理は、危険です。 


分解禁止 


★電源プラグは確実に差し込む 


電源プラグはコンセントに根元 
まで確実に差し込んでください。 
/また、傷んだプラグやかるん、 
だコンセントは使用しないで 
W ださぃ。 / 

乂災の原因になります。 

めれた手での巧さ差しはしない 
で < ださい。 

感電の原因になります。 


〇 



I ★指や異物を入れない I 

ガードの中や湿風吹出口や空気取入□などに、 
指や異物を入れた0しないで<ださい。 

けがや乂災のおそれがあ0ます。 


压赢 if 暇触寧吐！ 

燃焼中や消乂直後は、高温部、給排気筒トップ、 
ガード ( FR -3 己已）、ルーバ ー( FF -3 己己)などに 
手などふれないでください。 

やけどのおそれびあ0ます。 


意 （ CAUTION) 


お使いになる前に 









安全のために必ずお守りください 



を長期圏偉耻屯しぶ郎電源プラグを薛匀 

長期間使用しないときは電源プラグ 
をコンセントから抜いてください。 

火災や棚しな U 載：5；の願となり 
ます。 


意 （ CAUTION) 


i 韦電ミ原プラグのお手入れをず右 


電寂フラグを巧< 


とをどさは電源プラグを抜を、ほこ 
D (及び金属物)を除去してください, 
(ほこ0や異物がたまると湿気など 
で絶縁不良になり）火災の原因にな 
0ます。 


〇 


高地(標高1日上)では使用禁止 I 

酸素濃度が薄いので不完全燃焼しまず。 

1日0日〜1郎日 m の塌所では再調整び必要でずので 
販売店までお問い合わせ<ださい。 



0 


柄補-^^香り 羽丽こ翻 

お子様やお年寄り、体のご不自由な A 

方びお使いになる場合は、やけどな /|\ 
どについて、周囲の人び充分に注意 f - 、 
して < ださい。 


使用禁止 I ★巧面にミま 意 


I ★可燃性ガ X 使用禁止 I 

ス1-ーブを使用している部屋で、巧 
燃性ガスび発生するちの(ガソ U ン、 
ベンジン、シンナー)、スプレーを使 
用しないで < ださい。 

火災や故障の原因になります。 


0 

使用禁止 


ほこ0や、タバコの煙などにより、 
温風吹出□周辺の床面が巧れたり変 
色ずることびあります。 

また、熱に弱いジユータンや床の上 
で長時間使用ずると、変色したり、 
そり返ることびありまずので、熱に 
強いマツトなどをひいてください。 


A 


■ 

I 


お願い （ NOTICE) 


が]廃囊1 

•な油の廃棄処分は、巧油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


使用する場所 


1★効果的に使用ずるために 

> 

♦温風の循環を妨げるわのがない場所に設置して<ださい。 

♦が気に接する窓の下や壁面に設置すると効果的でず。 

〇 




4 
















nn 口 R のなまス 

nmm } [ FR -355 


FF -3 已 5 


操巧部-表示部 


操作部.表示部 



ガラス巧筒 


こー トエレメント 


フロントバネル 


リセット 

ボタン 


ストレーナ 


フロントバネル 


ルーバー 
(湿風の出し部） 


フアンフィルター 

(混風用空気巧入口） 巧流用ファンモーター 


唐カバ—让) 


背面カバー(ち） 



背面カバ— 


(涵風用空気巧入口） 


背面カバ—让） 


巧流用フアンモー ター 



讚 カバ— 


告二!スタ 


排ち 



ストツバー 
ブラケット. 

お樹简列 n 
お巧規, 


ストレーナ 


巧滿ブラグ, 


構造図 


親巧奠器 


ヒートエレメント 


ガラスが简 


、取原コード 


熱で換器 


フレームロツド 巧磁ポンプ 



点义ヒーター/パーナー 


\送油售 
、お拐リング 


が規巧送風按/ 筋由管/ 


/ /バ〜ナー 
/点义ヒーター 




m 


i 


Af 化 


I 


IH 


His 



巧おポンブ 
ミ由切れセンサー 
U セツトボタン 
お由面器 


ミ由切れセンサー 
リセットボタン 
定油面器 



ヴ ー5 スタ 


お使いになる前に 



























各部のなまえ 


操作-表示部のなまえと使いかた r 点な」- r 点滅」の意巧 


デジタル 


温度 ■ 
時計 D 
タイマ- fit 刻口 


巧:區 

設定温度 室の温度 


■温度表示 

設定温度…… 

1日で〜32でまで設定温度を選 
択できます。 

室内温度…… 

一9で〜3日でまで表示します。 

■低通表 TF * 局温表巧 
r しコ J ……室内遍度び 

-lOCUTF 。 
rn , j ……室内温度び 
36で！;(上。 


温度 □ 
時計" 
タイマ-61刻口 


温度 □ 
時計— 
タイマー關口 


S 1• inn 

• し,し, 

設定温度室内温度 

DDy 

d ] W —' 。 

し,1^ I し,し, 

設定温度室内温度 


チャイルド□ックボタン 

設定-解除をする場含はチヤイルド□ックボタ 
ンを3砂 ULb 巧しまず。 


タイマーボタン 

タイマー運乾を開始します。 

14ぺージ参照 


巧ページ参照 


(3 秒巧し） 


チャイルドロック タイマー 

セーブ 





[ 温度 • 時計-タイマー時刻表示ランプ’ 


f タイマ—ランプ" 


' セーブランプ^ 

ストーフを操作したときの状態を表示し、デジ 
タル表术部の表术内容を术します。 


点灯 

♦タイマー運転待 


点灯 

•セーブ運転中 


. 機中 J 


消な 



^•セーブ運転解除 J 





















室温/時刻合わせボタン 

• — _ . 

室温の設定、時刻の設定に使います。 

•室温設定の場を 

室温設定をお好みの温度に設定ずることがで 
さます。 

© あるいは〇のボタンを押して合わせて 
<ださい。 

♦時刻設定の場合 

0あるいは©のボタンを押して合わせて 
<ださい。 

1 日、]2、14ぺージ参照 


表示部 


■現在時刻表示 

見在の時刻を表示しまず。 


温度 □ 
時計口 
タイマ-時刻 ■ 


■タイマー運転時刻表お 

タイマー運転設定時に表おします。 


■コロン 

時刻表示……1砂間毎に 

r 点滅」します。 
重転中……予備燃焼時に 


温度 □ 
時計 n 
タイマ-時刻口 


■自動的に消义したときの表示 

自己診断機能により、異窜時には 
EE こ!〜の0, が fP を表示し 
ます。 

(24 ページ参照) 



設定温度 室の湿度 



お使いになる1則に 











使う前の準備 


燃料について 


® 燃料は、な油 （ J 旧1号な油）を必ず使用してくださし、。 



I * が y 遽寧 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないで < ださい。 

少量の混入でを、乂災の原因になりまず。 



►ガソリン、シンナーおよびこれ6び混入した灯 
油、変質な油、ちれた阿油、水やごみの混じつ 
ているな油などは、絶対に使用しないでくださ 
い。 


射曰光を避けた場所で巧油専用容器を使って保 
管してください。 


灯油とガソ U ンの見分けかたのポイント 

指先に使雨燃料をつけて息を耿きかけます 
(火の気のないところでおこなってください） 


〇打油 



娠乂の 

雜れたままです。 


X ガソリン 

ぶ顿1 


すぐ乾いてしまいます。 


給)由のしかた 


給油の際の手順と注意 ] 




0 


心 


油タンクに給油ずる。 

♦油タンクの給油□ふたをはずし、 I 灯油を市販の給油ポンプで 
油量計を見なびら給油してください。 

★給油の隙は、給油□フィルターを取 D 去5ないで<ださい。 

給油の際にこぼれた灯油をふきとる。 

★給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみびた 
まっておれば給油□フィルターをいったん取0はずし、給ミ由 
□か5巿販の給油ポンプをドレン受け内にさしこみ、水やご 
みなどを吸いだして < ださい。 

給油□ふたを必ず元通りに閉める。 


燃料切れの注意1 


★燃焼中に灯油がな<なると消义します。 

このとさデジタル表示部に「こ 'J を表示し、ブヴーび日回鳴り異常びあったことを知らせます。 

※油タンクにな油びあるのに「ら弓 fP 」 を表示する時は、送油経路のつまり、空気たまりび考え6れます。 
このようなときは、9ぺージのや r 定油面器の U セットボタンのセット」を参照し 
て送油経路の点検をしてください。 

•再運転する場含は、本体温度び充分下びってから油タンクに給油し、「運輯スイッチ」を一度 r 切」にして 
から r 入」にしてください。 


















★送油管の途中が山形になったり、もつれたりしていますと、送油管 
の中に空気がたまって油が流れないためにストーブは r ら弓 EP }^ 
表示して運転しません。 

このよラなとをは政下の手順で処置をしてください。 

(灯油をこぼさないよラに注意してください。） 

①バルブを全閉にする。 

霞送油管に山形搞低)びないように平らにする。 

③ス I -ープ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油管の先端 
をバケツなど灯油をためることびできる容器に入れはずれないよラ 
に固定する。 

@バルブを全開にし、送油管か5灯油に空気び混じらない状態で連続 
して流れ出ることを確認する。 

注意：バルブを全開にしてを巧油びまったく出ない攝合は油タンク 
とス I -ーブ本体との落差(約 30 cm 必要)びない場合をありまず 
ので確認-処置してください。 

感確認でさた5バルブを全閉にずる。 

⑥ 送油管をストーブ本体に接続ずる。 

⑦ バルプを全開にする。 

⑧ ス I -ー ブ本体の側面にある赤色の リセ ッ トボタンを 下へ1 回 押す。 
赁)ス I ブを運転する。 


空を 慾由管 

/ 口油 



バルブ 


2.5m 1 


油タンク 


U セットボタン 


※製品の測面にあ D ます 


点义前の準備と確認 


油漏れの確認 

♦ストーブの置台又は、送油経路(油タンクや送油管の接台部など)か5油漏れびないかどラか確認して < ださい。 
万一、油漏れしている場をは必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または最寄りの当社支店.営業所に ご ホ目 
談ください。 

給気ホース-排気筒接続の確認 

•給気ホース-排気筒び正しく接続されているか確認してください。 

がれていると運転中に排ガスび漏れ大変危険でず。 

ストーブ周辺の確認 

♦ストーブの周辺および給排気筒トップの周囲に弓 I 乂物や可燃物を置かないでください。 

定油面器のリセットボタンのセット |~: ^ \ ♦ 

♦定油面器のホいリセットボタンを、下へ1回押してください。: ♦ノ , V ^ 

点火するたびにセットずる必要はありませんが、シーズン巧] I : 'jp fj セット 

めや、本体 設置 場所を 変 夏したとを、叉は巧 震 自動消火 装置 :盤卜\ n ^ 

が作動したあと再運転するときは、リセットボタンをもう一 が L 

度 、巧しなぉしてくださぃ。 _ お願い 心/ 肝- 3^ — 

★リセットボタンは5秒政上巧し続けたり、カラーをがして巧さないでください。リセット 
♦定油面器か5灯油があふれたり燃焼び継続しないことびありまず。 


〔 FF -3 已引 


P 

e 

- S 

リセット 

ボタン 

8 

' カラー 

ノ 


空気抜きの方ま^ 


お使いになる前に 




使ラ前の準備 


現在時刻のセット 


★電源プラグをコンセント（家庭用 AC 
100 V ) に確実に差し込む。 

♦デジタル表示部はち図のよラに時計 
が r 点に「」しますので、現 


♦ 

» 



温度 
時計 
タイマ-時刻 口 



設定温度 室内温度 


在の時刻をセットして < ださい。 

女このとさデジタル表示部に「ら弓んこ'」び表示されるとさは、ス I -ーブに灯油びをていませんので点検し 
てください。このよラな時は、8ページの※印を参照して、定油面器のホい U セットボタンを押すか、 

を参照して、送油経路の空気振ををおこなってください。 


または 


がげレイ 

チャイルド□ック タイマー セーブ 

〇 〇 〇 


ぁ驚.さげる 



④ r 時計 J 表 


デジタル表巧部 

;皿度口 

時計 ■ 
タイマ-時刻口 


19 

♦ 

♦ 

〇つ 
い •, 

設定温度 


室內温度 


現在時刻び午後7時10分の榻合 

①0または0のボタンを1度押ず。 

「ピッ」と音びして「時計」表示び r 点规します。 

( D デジタル表示を見なが50のポタンを押して 巧 に合わせる。 

@デジタル表示を見なび50のボタンを押してぶに合わせる。_ 

♦レう- [：£) のボタンは、1度押すごとに1時間または1分間ずつ進みます。押し続けますと連続的 
に進みまず。 

•時刻合わせをする場食は、「時計」表示び「点滅」している （10 砂間）に0•に^のどち5かのボタン 
を押してください。 

時刻合わせびできなかった場含は、もう一度〇または (9^ のボタンを押してやり直してください。 


④「時計」表示が、 r 点ミ威」か sr 点な」に変わり、設定が完了しまず。 
-お願い-:- 


★ストーブの時刻表示び狂ったり、タイマー点火時刻び狂ったりずる場合は、コンセントを一度おい 
て、をラー度差しをみ直して、時刻を設定してみてください。それでを直らないとをはお買いまゆ 
の販売店までお問い合わせください。 

女ス I -ーブに初めて通電したときや、停電後や、電源プラグ 温度 
を抜いて再通電した場合、デジタル表示はち図のよラに表 時計 

おされ、 r 時計 J 表示び r 点灯」しますので、現在の時刻を設タイマ—時刻 
定して < ださい。 


□ 


設定温度 室巧温度 


出誉_電力機範 

•時計表示中に、5分間経過しますと、省電力機能が働いて、デジタル表示部が r 消灯」して、電力の消費 
をおさえます。 


Ik 


時計表示を確認したい場合は、操作部の運転スイッチ政外のどれかのボタンを押すと表示します。 
運転スイッチを押すと点乂動作に入ります。（運転中及びタイマー待機中この機能は働さません。) 








使用方法 


点义（通常運転) 


dMD I (D 括） 

チャイルド□ック タイマー セーブ I あげる.さげる 

〇 〇 〇 0© 


造反31 —いつ 。 いつ "1 〇タィマ_ 0チャィル阳':ク -of 

タィマ-時。巧! I U . しし' 。 い一 ^。セ-ブ I 


r 湿度」表示 


設詞湿度 室肉短度 


デジタル表示部 


( D 運転スイッチ 


①油タンクのバルブつまみを r 全開」にずる。 




(D r 運転スイッチ」を押して r 入」にずる。 

♦「ピッ」と音びして「運転スイッチ」び r 点滅」します。 

♦「温剧表示び「点阿」し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表おします。 

(3) 約2分後に自動的に点火し、 r 運転スイッチ」が r 点灯 J に変わりまず。 

I -お願い- 

★ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料や加工油などの焼けるような臭いがずる場合が 
ありまず。 

このような場含は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた所）を少し開け、半日から 
1曰程度、 r 強」運転をしてください。 

女初めて運転するとをは、送油経路に充分燃料び供給されていないため、一回で点火しない場合があ 
りますか6、しばらく待ってからちラー度点火操作をおこなってください。 

女！〜2回点火操作をして、点义しなかった場合、何回ち点火しないでください。パ’ーナー内に灯油 
びたまります。販売店にご連絡ください。 

★点火綾約日分間は、温度調節に関係なく r 弱燃焼」しまず。 

★点义後約2分間は、巧流用ファンは回りません。 

★室温び日で政下の場をは、点火までの時間は約4分になります。 


お使いになる前に 使いかた 



使用方法 


义力調節（室温の調節•••運転中にしかでをません) 



温度設定しない場合や停電や電源コードを振いた後再運転する 温度 ■ 

つり 

〇 

ID 


場合は、「み5_1(20で）び設定温度となりまず。 日き iT ° 

タイマー時刻° 

d U 

0 


、 

設定温度 


室内温度 

ノ 


①0または0ポタンを1度押ず。 

♦「ピッ」と音びして「温度」表示び、「点滅」します。 

® 温度を上げるとき。 

♦デジタル表示を見なび50のボタンを押す。 

③温度を下げるとを。 

•デジタル表示を見なび60のボタンを押ず。 

r •- 

•溫度設定をする場をは r 湿剧表示び r 点滅」している間にの -( S ) ボタンのどちらかを巧してくだ 
さい。設定できなかった攝含はをラー度押して、やり直してくださし、。 

•設定温度は1日む〜32む、室温表示は一 9で〜3日むまで表示しまず。 

♦室温表おは室温び一10で政下の塌合 「 Lo 」、 3目む政上の場合は 「W ,」と表示します。 

♦設定された室温に〕ント□-ルするために自動的に r 強 J •忡」 • r 弱 J 運転をくり返しまず。 

♦—度温度設定しますと、その温度を記憶していますので変更をしない限り、「消义」後再運転する場 
含を同一設定温度になります。 

f -お願い- 

女温度調節は対流用フアンの空気取入口近くの温度を感知しておこないますので、ストーブの位置や 
部屋の大ささなどで、必ずしを、前面パネルの r デジタル表示部」の室内温度表示と、室温とは一致 
しません。 

このよラな場合は、本体背面のルームサーミスタを、工事説明書の0巳ーム ザ三吉文女 を配漏 
ill ) を参照して、適切な位置に付け替えてください。 












セーブ運転をおこなラ 


① r セーブボタン」を巧ず。 

♦「セーブランプ」び「点灯」して、セーブ運転を開始しまず。 


セーブ運転を解除ずる 


③ r セーブボタン」を押ず。 

♦ r セーブランプ」が r 消灯」して、連続運乾になりまず。 

f -お願い- 

♦セーブ運転を連続して使用しまずと、ガラスにずすが付くことがあ 
ります。とさどきセーブ運乾を解除し、火力を r 強」燃焼で！〜2時 
間燃焼させてください。 （ FR -3 日日のみ） 


セーブ運転 


★セーブ運転は、お部屋の温度をできるだけ一定に保つための運転ち法でず。 


セーブ運転時は、運転中に室温び設定温度より約 2 で上昇すると自動的に r 消义」 します。また設定温 
度まで下びると、自動的に r 点火」 します。 


使いかた 


ぶ 






使用方法 


タイマー運転のしかた 


タイマー運転をするときは、1日ぺージ「現在 時刻のセット I に従って、時刻合わせをしてからでない 
と、運転でさません。 



このス I -ーブのタイマー運転は、その時の室温により自 室温によるタイマー点乂時刻の自動変黃 

動的にタイマー運転による点火時刻を変え、希霞の時刻 巧むしソ上■-設定時刻 

にはお部屋を暖かくしておをまず。 日で〜1日で一設定時刻の1日分前 

(室温日で政下の場合） 日む政下^設定時刻の视分前 

\ - _ 

午前別き30分に設定したい榻合 

①「タイマーボタン」を押ず。 温^ 口 [3— ^ . n — 

♦このときデジタル表示部の表示び「バー」表示に、「時刻」 タイマ- 時刻 ■! J * L 

表ちび r タイマー時刻」表示に変わり、「点滅」します。 設定温度室内湿度 

® デジタル表示を見なが S 0 のボタンを押して S に合わせる。 

な)デジタル表示を見なが5 0のポタンを押してが？に合わせる。 

/ - - N 

♦じ J •じソのボタンは、1度押すごとに1時間または10分間ずつ進みまず。押し続けますと連続的 
に進みます。 

•時刻合わせをする塌含は、 「タイマー時刻 J 表示び 「点滅」 している間り0秒間）に -( p ) のどちら 
かのボタンを巧してください。 

♦設定できなかった場合は、もう一度 r タイマーボタン」 を押してやり直してください。 

N --- J 

④ r タイマ—時刻」表示が、 r 点滅」している間に r 運転スイッチ」を押して「入」にずる。 

♦このとを「タイマーランプ」び r 点灯」し、セツトび完了しまず。 

♦約1日砂ほど経過ずると、デジタル表示は現在の時刻を表おします。 


Ik 









あ願い 


女タイマー運転は、一度タイマー運乾時刻を設定ずれば変更しない限り、「タイマーボタン」を巧して 
「タイマー時刻 J 表示の r 点ミ威」中(約1日秒間）に、 r 運乾スイッチ」を「入 J にずるだけで同一時刻で設定 
び完了します。 

★タイマー運転時刻を変更ずる場合は前記と同手順でおこなってください。 

★通常運転中に r タイマーボタン」を押すと、 r 消义」して r タイマー運転」の状態になり、タイマー運転 
時刻に自動的に点乂します。 

★タイマー運転時刻の確認は、消火時に r タイマーボタン」を押すと、1日秒間表示します。 

★タイマー運転操作後に停電びあったとさや、ストーブを揺らして巧震自動消乂装置び作動したとを、 
電源プラグを旅いたとさは点火しません。 

再度1日べージ|1員在時刻をセット1を読んで、時刻含わせからおこなってください。 


タイマー運転の解除のしかた 


タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前に通常運転をおこないたい場合。 
1 r 運転スイッチ」を巧して r 切」にずる。一[タイマー運転の解除] 

〇「運転スイッチ」を再度押して r 入」にする。一[通常運転開始] 


チャイルド □ ックの使いかた 


チャイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って「運転スイッチ」を押してを点火しない 
よラにしたいとをに使用します。 


チャイルドロックの機能 


運輯中にチャイルド□ックを使用したとさ 
• r 運乾スイッチ」で r 消乂」のみびできます。 
♦設定温度の変更など f 也の操作はでをません。 

消火中にチャイルド□ックを使用したとを 
♦すべての操作びでさません。 


「チャイルド□ツクボタン」を3砂上巧すことで、「セツト」又は r 解除」びできまず。 
(1 4ページの操作部の繪を参照） 

「セツト」…「チャイルド□ツクランスび r 点な」。 

「解除」…「チャイルド□ツクランスび「消灯」。 


使いかた 


ぶ 









使用方法 


消义 



① r 運乾スイッチ」を巧して r 切」にする。 

♦ r 運転スイッチ」びしばらく「点滅」してから、「消む」しまず。 
♦デジタル表示部は、現在の時魏を表おします。 


消火後約3分間は対流用ファンは回転し続けます。その後自動的に停止しまず。 

巧流用ファンが止まるまで、 電源 プラグを巧かないでください。 

-お願い- 

★ス I ブの消火は電源プラグをコンセントか5扳さとったり、ストーブをゆすって消してはいけま 
せん。 . 

★が出するとさは、必ず消乂してください。 

★長期間留守にするとさは、必ず電源を切ってください。 


消义後再点义ずるときのを意 


★消火後ずぐに巧点火すると、過熱防止装置び作動したり、異常音び出ることびありますので、しば6く 
冷えるまで待ってか5泻点火してください。 









★ご使用中に、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒 
やパッキン部か6も排ガスがもれていることが考えられち 
験でず。 

使用ずるのをやめてお買い求めの販売店にご相談ください。 

★ス I -ーブや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などを取付 
けないでくださし、。 

ス I -ーブや給排気筒に熱交換器などを取付けると排ガスの 
水分び結露しやすくなり、結露水び凍結して給排気筒を塞 
ぎ、不完全燃焼や排ガスび室内に漏れる原因となり危険で 
す。また、ストーブの寿命を短くする原因にちなりまず。 

★屋外の給排気筒トップび雪に埋ちれた D 、 結氷していない 
か、曰常点検してください。 


★長期間使用しない場含や、使用期間び終わりました5、必 
ず電源プラグをおいて < ださい。 

ほこりや巧れがついて発火することびありまず。 

★このストーブは、雷に対する安全機構をそなえていますび、 
雷の条件によってはス I -ーブび故障ずることびあ0ます。 
雷び発生した!5電源プラグをコンセン h から抜いて<ださ 
ると安全です。またス I -ーブをいためることちありません。 

★油性分が多量に飛散ずる場所では使用しないでください。 

★ストープの近<でラジオなど使用ずると、ラジオに雑音び 
混入するおそれびありまず。 

★使用中、停電や電源プラグび抜けた後に再通電しまずと、 
デジタル表示部に「ら弓別び表示されます。このよラな場 
合の再点火は、1日〜1日分待ってス [ -ーブの本体温度び充分 
下がってからおこなってください。 

★正萬燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び混じります。 
又炎はある程度片寄ったり、ゆれることびありますび異常 
ではありません。 




§ 

0 



を 

電源プラグを巧く 


/コンセント 


巧源フラグ 


★高溫部接触禁止] 


燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、ガード ( FR -3 己己） 
ルーバー ( FF -3 已日)などに手などふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 


(§) 

接触禁止 


、、 I f •■で 

迁 后、 


使用上のを意 


使いかた 





安全装置 


♦を全装置が作動するのは何5かの異常があるときですか5、下記の処置をしても正常にな日ないと 
をは、お質い巧めの販売店にご相談ください。 

•安全装置び作動した場合は、「運転スイッチ」を押し r 切」 にしてか 5、 下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」を巧して「入」にしてください。（再点乂操作） 


ま全装置 

はた5さ 

処 置 

巧展自動消乂装置 
が’； 

♦運転中にストーブ本体び地震(震度約日が上） 

や強い振動、衝撃を受けた場食、乂災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

★地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒のがれな 
ど異常びないことを確認し 
てか 5 再点乂してください。 

点乂ま全装置 
が，？ 

♦点火ヒーターなどの赤熱不足による点乂不良。 

♦点火ヒーター-電磁ポンプ.燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないとさに、運転を停 
止します。 

★点火ヒーターの故障び原因 
で運転を停止したときはバ 
ーナー底にな油がたまりま 
す。たまった口油をふき取 
つてから、ご使用<ださい。 
(販売店にご相談ください） 

停電安全装置 

EE D 

♦運転中に停電や電源プラグを抜<などして電 
源び切れたときは、自動的に運転を停止しま 
ず。 

♦再び通電されてを運転しません。 

♦タイマー運乾中に停電びあった場合、タイマ 
一運乾は解除されまず。 

★再点火操作をします。 

★現在時刻の設定とタイマー 
点火時刻の設定:をやりなお 
します。 

1 

燃焼制御装置 

EE 5 

♦燃焼中に炎び消えたとを、自動的に運転を停 
止させる安を装置でず。 

1 

★再点火操作をします。 

過熱防止装置 
がた‘ 

♦対流用ファンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でストーブび異常過熱したとき、また 
はファンフイルターにほこりびつまった場含 
に、火災などの危険を防ぐために燃焼を停止 
します。 

★対流用フアンフイルターの 
ほこりを取り除いてから、 

再点火操作をします。 

★処置をしてを、繰返し作動 
するとさは、いったん運転 
スイツチを r 切」にして、販 
売店に連絡してください。 

EE 表示は安全装置が作動したとさのエラー表示です。 

詳しくは、 24 ページを参照してください。 

お願い 

必ずストーブを消火し、本体 
温度び充分下がってからおこ 
なって < ださい。 






日常の点検-手入れ 

点検-手入れのとをの注意 


★点検•手入れをおこなラときは、ストーブを消火し、ストーブが巧分をえてか6手袋をはめて、お 
ず 電源 プラグを巧いておこなってください。 

★電装部品や 燃焼 部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


[★周固のが壁 J 

♦ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいをのを置かないよラにしてください。 

♦ス I ブはいつを清潔に掃除してください。 
ミちれたままのご使巧は危険のをとですし、スト 
ープのいたみを早めまず。 

♦給排気筒及びトップの周囲には、危険物や障害 
物がないよラにして < ださい。 


I ★ほこり I 

♦ストーブについたほこりや巧れは、掃除機で吸 
い取った0固< しぼった;'謂れ雑巾などで所定取 
つて< ださい。 

み真氯•ずす I 


•燃焼中に排ガスのにおいびした D 、 給排気筒卜 
ツプか5すすが出ていないか確認してください。 
異常があれば販売店に連絡して<ださい。 


み油漏む、油のたまり、油の にじみ 

♦送油経路やストーブに油漏れかまたは油のたま 
0、油にじみびあるかどラかを調べる。給油の 
とをこぼれたな油はよくふをとってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみび生 
じているとさは、消火操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れびなくなったことを確 
認してか5点火操作をしてください。 

み璧迪¥1 

♦送油管か5油漏れびないか点検し、重裂などび 
あれば交換して < ださい。 

•ゴム製送油管は2年に1度は新しい物に交換さ 
れることをおすすめします。 

♦屋外配管をずる場合は、銅配管でおこなってく 
ださい。 


箇月に1回な上 


居力号ス義筒 〔 FR -355)1 

♦ガラス炎筒びすすでミちれてくるよラな場合や、 
ひびや割れびある場合は、販売店に相談の上、 
修理交操してください。 

画;图騎 

♦のぞさ窓びすずでミちれてくるよラな場含や、破 
れびある場をは、販売店に相談の上、修理交換 
して < ださい。 


ビ 

ス 

が方すィ 


♦ストーブ背面のフアンフィルターを引き振いて 
から 、ほこりを電気掃除機などで取り除いてく 
ださい。 



近 


使いかた お手入れ•アフタ—ヴ 













日常の点検-手入れ 


画 II 1111 II II M 


★反射板のほこり (おず手袋をはめおこなってくださし、） CFR -35 己〕 


♦ストーブの反射板にほこりびたまった場合は、 
ガードの右端を上方へ持ち上げ、下端を手前へ 
引いてガードを開いてから、乾いた巧で、たま • 
つたほこりをふき取ってください。 


★ルーパ’一を— I きこり 〔 FF -3 己 5)1 

♦ルーノ（一が巧れたり、ほこりび付着した場合は、 
電気掃除機や、固くしぼった城れ雑巾などでふ 
を取って < ださい。 



[3 箇月に1回む上] 


I ★衝タンタ I ★油タンクのの水1 

•給油□フイルターびごみやほこりで目づまりし ♦油タンクに水やごみびたまっているよラでした 

まずと、給油時に給油□よりあふれ出たりしま ら、ドレン抜さや、油タンクのストレーナなど 

ず。給油□フイルターを取出して、付着したご か6たまった水やごみを取り除いてください。 

みやほこりを取り除いてくださし、。 

み電赢ララグ-コンを^_卜 

•電源プラグ、コンセントにほこりやちれびたまると火災の原 
因になることびあります。3箇月に1〜2回電源プラグをコ 
ンセントか5抜いて、付着したほこりや汚れを取り除いてく 
ださい。 

度量ストレ3 

•定油面器のストレーナは約3箇月に1回と、ストーブの格納 
(シーズンオフ)のとさ、次のよラに巧油で洗浄してください。 

①油タンクのバルブを閉める。 

( D 定油面器のストレーナの掃除口に容器をあてびっておき、 

2本のねじをはずして、ストレーナを姑さだす。 

③ストレーナを巧油で洗浄する。 

感ストレーナをもとどおりに取り付け、こぼれた灯油をふき 
とる。 

感油タンクのバルブを開く。 

⑥油漏れがあるかないかを点横する。 














1 シーズンに 


巧合排気箇の接続部のがれ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の状態、トップの周固に可燃物がないかなどを、 
とさどを点検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製の U ング（日 IJ ング)は耐熱性のをのでずび、2〜3年で炭化す 
ることびあります。ゴムの硬化及び割れなどびある攝合には、においや排ガスびちれるおそれびあり 
まずので新しい部品に交換してくださし、。 

■給気ホースびみさび つてい ないか点横して<ださい。 



日リング 

種類 
呼び径 

運動用日リング 
P 39 4種 C 

材質 

シ U つンゴム 


♦地震などにより製品に振動、 ii 撃が加ねつたときは、運転をずる前にがず;夕の点横を実施してください。 

「点牺客] 

•機器の損傷の点検 ♦給排気筒回りのがれ、漏れの点横 ♦送油経路からのミ由漏れの点検 

★点検で異常が みつかつ たとさや、点検したのちに使用しているとき、排ガスのにおいびしたり目が しみ 
る場含は、使用を中止して、販売店または別紙の I お客様相談窓口一覧 I に修理依頼をしてください。 


お客様相談窓口一覧 


★パッキン 


♦燃焼中、室内ににおいびこちるよラな場合は、 
と < に注意して点検してください。 

•ガラス炎筒とパーナーの接続部、ガラス炎筒 
と熱交操器の接続部 ( FR -3 已已） 

•燃焼筒とバーナーの接続部、燃焼筒と熱交換 
器の接続部 ( FF -3 已 5) 

•点火 ヒーターの 取0付け部 


I ★燃焼リ：/グ、_バ ーす一 

♦燃焼リング、バーナーは高温になりますので焼損することびあります。ときどき点検し、変形や焼損し 
ていた5早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 

「★給排氯圖 


ご使用中、においがしたり目が.しみる場合は、給排気筒やパッキン部か5排ガスがもれていることが 
考えられお験です。点検後お買い求めの販売店にご相談ください。 


I ★点义ヒーター1 

♦点火ヒーター及びパッキンびちくなり、切れた 
り、すきまなどびあると、点乂不良及びガス漏 
れの原因にな0ます。 

(販売店にご相 i 炎ください） 


地震などの災害が発生したときの点検について 


お手入れ•アフタ I ヴ—ビス 


4 






定期点検 


長期間ご使用になりますと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
を全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、又は 
修理資格を〔(財)日本ち油燃焼機器保守協会 (TEL03-3499 -吕 928) でおこなラ技術管理講習会修了 
者(石油機器技術管理±)など：)のいる店、当社などにお問い含わせください。 


V . ノ 

f 定期点検の内容 1 

項 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除1 

♦定油面器•ストレーナの掃除 ♦油タンクの水振を 

♦送油経路の油をれ 

機能部品の点検- 
確 認 

•電気配線-安全装置のはたらき•操作部品-動く部品のはたらを 

消耗しやすい部品 
の点検-交換 . 

♦点乂ヒーター、燃焼 U ング 

掃購-点検-整備 

V 

♦本体内部、フアンフイルター、対流用送風磯、ブ□アケース（ブロアモ—ター） 
♦各接続部のパッキン、日 U ング♦給排気筒の接続、つまり • 


故障.異常の見分けかたと処置ち法 

修理を依頼される前に調べていただをたいこと 


♦修理を依頼される前に下表の内容を確認してください。 
下表のよラな状態は故障ではありません。 


状 態 

説 明 

初)めて使用するとを、けむ0やにおいび出る。 

燃焼部に付着した油やほこりなどび焼けるためで 
す。 

点火後数分間、とをどさ炎び大さくなる。 

燃焼部び冷えているためです。 

点火-消乂時に r キシミ音」びする。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音です。 

点火してをずぐ温風びでない。 

不快な冷風を出さないためであり、ス1 -ーブ内部 
び暖まると自動的に出ます。 

初めて使用するとさは、電磁ポンプの振動 
音び大きい。 

ポンプ内に空気び混入しているためです。しばら 
くずると止まりまず。 

「カチカチ」時計のよラな音びする。 

電磁ポンプの運転音でず。 

燃焼筒や熱交換器の一部びラす赤<赤熱ず 
る。 

異常ではありません。 

とをどを黄色い炎びでる。 

異常ではありません。 


式 








故障•診断チ I ック表 


★この表喊外に不具さがあるときは、お買求めの販売店にごホ目談下さい。 


\ 現象 

原因 \ 
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1 

処置方法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいなし、 










〇 

電源プラグをコンセントに 
差し込んで<ださい 

停電した 






〇 

EED 




〇 

停電復掃後点乂し直してく 
ださい ’ 

巧震自動消乂装置が作 
動した 






〇 

EES 





定油面器の1」セツトボタンを巧し 
てか6再点义操作をしてください 

油タンクに水び入って 
いる 


〇 

〇 



〇 





水混入の灯油をすっかり 
振いて<ださい 

油タンクに巧油びない 






〇 





灯油を入れてください 

不良灯油を使用した 


〇 

EEe 

〇 

〇 







販売店または別紙のお客様相 
談窓□一覧にご相談ください 

省電力機能が作動しま 
した 










〇 

操作部のいずれかのボタンを巧 
してください （1 日ぺージ参照） 

配線不良がある 

日 


〇 

〇 


〇 



〇 


販売店または別祇のお客様相 
談窓□一覧にご相談ください 

コント□ーラー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 



〇 


// 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 





日 


〇 

〇 



// 

フレーム□ッド不良 






〇 

けら 





// 

電磁ポンプ不良 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 
が6 





// 

点火ヒーター不良 


图 









// 

排気筒接続不良 




■ 

国 






排気筒の接続を確認してく 
ださい 


♦この表の 「 ff 」 は、24ページ I デジタル表示 0(5 頁ち]を参照してください。 


お手入れ•アフタ I ヴービス 
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故障.異常の見分けかたと処置方法 


デジタ) レ表示(エラー表示)の見方 


★ストーブの運転中に異常び起こり消乂した場含、下記のよラに、デジタル表示部に 「エラー 表示 J します 
のでの置をしてください。 


エっ 一 衣ぶ 

原 因 

処置方法 1 

画0 

♦運転中に電源び切れました。 
♦タイマー点义待機中に題源が切れ 
ました。 

(停電安全装置び作動） 

♦電源プラグの差し込みを確認し、再点火操 
作をしてください。 

画囚 

•点火安全装置び作動しました。 

•原因不明の場含は販売店または別紙のお客 
様相談窓□-寶まで連絡してください。 

画因 

♦対震自動消火装置が作動しました。 

•作動した原因を取り隙さ、再点火操作をし 
てください。 

图因 

♦運転中に消火しました。 

♦を油経路の異常です。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓□一覧ま 
で連絡してください。 

画囚 

♦燃焼用送風機が故障しました。 

•販売店または別紙のお客様相談窓口一覧ま 
で連絡してください。 

画回 

•過熱防止装置び作動しました。 

♦本体溫度び充分下びるのを待って、フアン 
フイルターを掃除し、再点火操作をしてく 
ださい。 

画回 

•バーナーヴーミスタが断線しました。 
•) (ーナー内に巧油びたまりました。 

♦販売店または別紙のお客穂相談窓□一農ま 
で連絡してください。 

图图 

♦着义 S スを 3 回しました。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓ロー鬟ま 
で連絡してください。 

励励 

區]臣] 
百回 

♦排気筒びはずれました。 

♦排気筒を点横して接続を確認し、再点火操 
作をしてください。 

•ス 1 -ープに灯油がさていません。 

♦巧油を入れてください。 

(8 ページ 1 給油のしかた1 参照） 

巧ミ由びある場合は送油経路を点検してください。 

♦室温び 3 目むな上になりました。 

参ルームヴー 5 スタの取 0 付け位置 
びよ<あ 0 ません。 

♦ルームヴー S スタの取り付け位置を確認し、 
適切な位置に移動させて < ださい。 

1 1囚 

♦室温び 一1 日で政下にな 0 ました。 

参ルームヴー S スタの不良、断線、 
または配線撮けです。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓口一覧ま 
で連絡してください。 

全消灯 

•省電力磯能び作動しました。 

(1 日ぺージ参照） 

•操作部のいずれかのボタンを押してくださ 
い。 

ノ 


Ik 







部品交換のしかた 



保管のしかた(長期間使用しない場合） 

•ストーブを保管ずる場合は、19ぺージ曰常の点検•手入れの項を参照して、ス1ブの手入れを 
してから保管してください。文いたんでいる菌所は修理をしてか6保管してください。 

•格納-保管場所は、湿気-火気-高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかをス t -ーブ 

の上には重量物をのせたり、人び秉ったりしないよラ配慮して<ださい。 

V_ J 

1 スIブを長期間使用しないで保管ずるとをは、必ず電源プラグをコンセントか6巧き、油タンクの 
バルブを閉めてください。 

2 ストーブを使用する季節が終り格納ずるときは、油タンクのな油を市販の給油ポンプで全部おを取り、 
定油面器のストレーナーも取り出して灯油で洗浄してください。 （20 ぺージ参照） 

/-お願い- X 

油タンクの灯油を抜くとさは、送油管の巧油を完全に巧いてください。灯油が残っていると翌シーズ 
ンに使用ずるとき、つまって巧油が流れなくなります。（日ページ参照） 

〇スIプや油タンクの表面をふいてください。 

d ♦固くしぼった麓れ雑巾や、薄めた中性洗剤で巧れを取り、乾いた巧で水気をふを取ってください。 
★シンナー、ベンジンなどでみくのはおやめください。塗装び変をしたり、危険です。 

4本体にほこりがたまらないよう、適当なカバーをかけてください。 

5附属品と r 取扱説明書」- r 工事説明書」- r 保証書」も紛失しないよう同時に保管してくださし、。 


お手入れ•アフタ—ヴービス 
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燃焼 状 態 


運転スイッチ 


油切れセンサー 


操作表示基板 


ホ—ル 


パーナーサー S スタ 


電磁ポンプ 


ルームサ ー s スタ 


ブ□ア モーター 


フアンモ—夕— 


巧震自動消义装置 


点乂 ヒーター 


過熱防止装置 


フ レー ム□ッ 


給排気筒トップ 



衝原 


外 形 寸 法 

質 ^_1 

電源電圧及び周波数 
定 格消費 輩力 
給排 気筒の型式の呼び 
給 排気筒の呼び径 
給排気 筒 の壁貫通部の孔径 
排気 温度 

巧 加 ヒユ ー—乂 

ま ま： 装 —— I — 

附 属 品 


高さ S 55 m m • 幅44日 mm • 奥行 385 mm (置台をきむ)__ 

14kg __ 

1日日 V 50/60 HZ - 

点火時巧0/2日日 W 燃焼時29/2目 W 最大目8日/目 80 W (点火初期時に短時間発生：) 
FFP -320 . 

D 39 _ ■ ^ 

70〜 8 t)mm 

26日でし : TF ^ 

4 A ■ 

巧震自 動消火装 置: 点义安全装 置 •停輩安 全装置 • 過熱防止装置 • 燃 M 丽裝層" 
壁固定金具りセット）-標準給島歸筒セットりセット） • 木ねじ （1 本） • 

ゴム製送油管 （1 m ) • ホースバンド(ル） （2 個） 


0.396 L/ h 
14 目日日 kJ/h 
86 . 0 % - 
3.5 日 kW 


日 . に日 L/h 

4445kJ/h 
_ 80.056 
0.988 kW 



茶ホ憧黄 





































アフターサービス 

[画！^^固 

♦添付しておりまず保前書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載 
内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

女イ呆証期間はお買い上げの曰より1年間でず。 

麼里を喷 if を哥 

•故障.異南の見分けかたと処置ち法(益ぺージ)に従って、お調べください。直らないとさは、ご使用を 
中止し、必ず電源プラグを抜いてから、お買上げの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい内容は次の通りでず。 

① 品名… FF 式石油暖房磯谣閉式石油ストーブ） 

② 型式の呼び…〔例〕阳-3己己 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ.おところ.電話番号 

♦修理に隙しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただホ 
ます。 

♦保旣期間び過ぎているとをは、修理ずれば使用でをる場合には、ご希望により有料で修理させていただ 
をまず。 

♦修理料金は、技術料，部品代.出張料などで構成されていまず。 

f -----—— . 

この取扱説明書と工事説明書および本体に表示され ている 禁止事頂.注意事項および通常使用に反し 
て使巧された場合の故障、事故につさましては、保証いたしません。 

' ' ' ' ' _V 

梢修用性能部晶にう只巧 

★密閉式 fF 巧)石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧ち切り後7年でず。 

♦補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

L 転！される場章 I 

参しのストーブは電源周;皮数抓、郎 Hz とを同一仕様でず。 


★電源周波数の異なつた地域への転居でちそのままお使いいただけまずび、高地への転居、高地か6の転 
居は再調整が必要ですので別紙の査場福誘察己二■覧 1までご相談ください。 



r 故 障- 修理の際の連絡先 I 

アフターサービスについてわからない場含は、お質い巧めの販売店、または、もよりの「索客攝'ホ旨！7焉己 
-gj (別紙参照)までお問い音わせください。 — 


お手入れ•アフタ I サ I ビス 









据付け-移設について 


据巧け-移設工事は販売店に依頼する 

♦据付けや移設工事は販売店または結付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 

据付け場所の選定及び標準据付け例 


♦据付けについては、乂災予防条例、電気設備に関する技術基準などの法をの薑準があります。工事説明 
書の r ミ全のために必ずお守りください」をお読みになり、販売店交は据付業者とよくご相談してくださ 
い。 

•標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


給排気筒を延長する場合のを意 


♦給排気茵を延長ずる場合は、3 m 3曲がり切下で取がけられる場所を選定してください。 


積雪地区における注意 


♦積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないような取付場所を選定してください。また、 
風がよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い込んで、す完を燃焼を起こすことげあります。 


据付け後の確認 


♦据付けが終りました日、ちラー度、工事説明書の r ま全のために必ずお守り<ださい J をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付けられているかどラかを確認してください。 


















_ 試運転 

♦試運転は、販売店交は据付業者とご一緒におずおこなってください。 



1 油タンクに'な油が充分入っており、油タンク.ス i "^ーブ各部に油漏れびないかどうかを確かめてくだ 
さい。 

2 電源プラグがコンセントに確実に差し込んでください。このとをデジタル表示部に 「らこ'」 が表示 

されるときは、ストーブにな油びきていません。ストーブに巧油び流れてくると自動的に「-」 

(バー表示)に変わ0ます。 

もし3をな上待ってをバー表示に変わ6ないときは、もう一度8ぺージ L 癌 通のしか 忘] 、 目ぺージ 
L 靖少 前の準瓶と 壁詔]に従って運転準備をやりなおしてください。 

1運転開始手順 

♦ 8 ページの！：使ラ前の準備、 11 ぺージの使用方法に 従って運転させてくだごい。 

2初期運転時の異常現象 

♦開こんして初めて使用したとさ、防謂油と か 塗料やほこりび乾燥したり、焼けたりすることによっ 
てストーブから、約20分間位煙やにおいび出ることびあ0ますび、ご使用には全くす障はありませ 
ん/。 

•送油管の途中び山形になったり、をつれたりしていますと、送油管の中に空気びたまって油び流れ 
なしにとびありまず。 g ぺ-ジ^^^に従]て憩贈のホの空気を振いてください。 

3正常運転の目ま 

•正常運転時のノ くーナーの炎の色は、黄火げとさどをまじる青炎です。 


消乂の手順 


•1 目ページ I 消火 1 に従って消火操作をしてください。 


据付け 


近 
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お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

— • ** 

—.. .一 - 

お買上げ年月日 

— _ 

■ 

年月日 

お買上げ店名 

(電話番号） （ 

) — 

ノ 


株式会社 1 - 31 -= 

本 社 名ち屋市瑞穂区桃園町日番17号〒467-日扼5 

TEL 052-822-1144 FAX. 扼 2-822- 2742 

1II = 冉すを社トヨト吉は快遇妨招の 一远 としてこの®巧或明*は再を級を.梗巧していまず。 

ち巧バルブたさかが iS を度そ。。 







